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上下水道料金減免申請書

　　年　　月　　日

猪名川町水道事業　　様

申請者氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
申請者住所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（℡　　　　　　―　　　　　　―　　　　　　）
給水装置場所　　猪名川町　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
（水栓番号－　　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　年　　月分　～　　　　　年　　月分の上下水道料金について、下記の箇所において漏水があり、修理が完了したため、水道料金漏水減額基準により申請します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
修理完了報告書

年　　月　　日
猪名川町水道事業　　様

工事事業者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（担当者氏名　　　　　　　　　　　　　）（指定番号－　　　　号）
事業者住所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（℡　　　　　　―　　　　　　―　　　　　　）
　上記給水装置場所における漏水について、下記のとおり修理が完了したため、別紙写真とともに報告します。
１．漏水箇所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
２．破損原因　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

３．修理内容　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　（修理後指示数－　　　　　　㎥）
４．修理年月日　　　　　　年　　月　　日　～　　　　　年　　月　　日（修理完了日）
（添付書類）漏水箇所の修理前・修理後の写真、修理後の水道メーター指示数の写真
＜申請時の注意事項＞
○給水装置の修理は、町指定給水装置工事事業者に依頼してください。
○申請者氏名・住所については、減免審査結果を通知する際に必要となりますので正確にご記入ください。また、漏水経緯等について詳細をお伺いする場合がございますので、日中連絡の取れる電話番号をご記入ください。
○修理完了報告書は、修理した工事事業者にて記入してください。
○漏水箇所・破損原因・修理内容は具体的に記入し、漏水箇所の修理前と修理後の写真、修理後の水道メーター指示数が分かる写真を必ず添付してください。
○修理後速やかにご提出ください。
○審査の結果、減免とならないことがあります。
（対象外の例）
　・蛇口からの水漏れ
　・露出配管からの水漏れ

　・受水槽以降での水漏れ
　・漏水量が少なかった場合
【水道料金漏水減免取扱基準】（抜粋）
第３条　水道料金を減免することができる漏水は、次の各号の一に該当する場合とする。ただし、漏水の場所が給水栓等で、その発見が容易であると判断されるとき、使用者等が漏水の事実に気付きながら放置していたとき、第５条で定める残水量が１０立方メートル未満のとき、計量水量が第５条で定める平均使用水量の１.２倍未満のとき、及び用途が臨時用のときは減免しない。

　（１）地下埋設部分等での漏水で、その発見が困難な場合

　（２）量水器取り付け部分での漏水

　（３）その他管理者が特に必要と認める場合
別表（第５条関係）

	漏　　水　　箇　　所
	計 量 水 量

平均使用水量　の範囲
	減免料率

	地下埋設部分等での漏水
	２倍以下
	７０％

	
	２倍を超え３倍以下
	７５％

	
	３倍を超え４倍以下
	８０％

	
	４倍を超え５倍未満
	８５％

	
	５倍以上
	９０％

	量水器取付部分での漏水
	－
	１００％


